
コーデイネーター JttMtt tr8 ほ

シン末ジスト

第 6 ttPTA会 長 ロロ 華 男 氏

第25代 役  震 盟 ほ 】卜 氏

鍔29代  技   長 茂本 基 彦 氏

第1 9ttPTA会 長 加 藤 久 ほ 氏

★第一部 「"哺 の思い出J

O日 口幸男 氏

昭和49年 は 100周 年という、大きな節

目の年だった。PTA・ 先生方 ・住民一九と

なって行った。90周 年は小玉さんが会長で、

それを見本にして行うことにした。加藤征EE

さんなどが、各部門の部長として頑張ってく

れた。予算はどうしたらよいかなど、たくさ

んの問題があったが、寄付を集めるため、小

種小に関わる人たちセリス トアップし、協力

をお願いした。寄付は、初代 PTA会 長さん

をはじめ、主に4人 の方には大きく協力して

いただいた。佐藤敬夫さんからは紀念碑や枝

歌奪に関わるもの、佐藤正行さん く佐藤博さ

んの兄)、加藤敬案さん、加藤久館さん (束京

総合写真館、由人さんのおしいさんの弟)な

どに協力していただいた。配念篤の印刷、祝

賀会、式典奪、おかげさまで色々行うことが

できた。当時の先生方にも協力してもらった。

校長先生は単身赴任て小松に来ていた。教頭

先生や高山先生などは、下宿していた。

our―

事業推進にあたり、学校職R・ 地域の方々

に支えられながら進めていったということだ

が、当時、小学生だった孝宏さんや、幸事さ

んは、どんな思いがあったか?

0佐 顔孝宏 さ ん

当時は 100周 年で節目なのたという感覚

はなく、ただ無りだ !ほげる !という感覚で

いた。

O加 臣幸百 さ ん

私も同じで、お祭りという感覚でいたよう

な気がする。

0山 崎技長

当時は 2人 とも3年 生。俊逸さんは 6年 生

だったと思うのだが。

O加 寓俊逸 さ ん

私も同じような感覚でいたが、その時に校

歌ができたという記催がある。

O山 ―

学校下のところに 100周 年の記念陣もあ

る。当時部門部長として大きく関わっていた

征郎さんにもお結をお問きしたい。

ottmRBさ ん

100周 年の事業に携わってきたが、財源

のほうが大変な問題であった。PTA会 長と

ともにみんなで召張った。校歌は政夫さんに

結したら、「私が作綱しよう」と言ってくれて、

知っている先生が、「では私が作由しよう」と

言ってくれて、私たちのもとに持ってきてく

れた。初めて校歌せ瑠いたのは、その時にい

たPTAの 者、私たちではなかったかなと思

0山 電機長

100周 年事業がなければ、校歌はできて

いなかったかもしれない。

1 ・ょ じ = ' 獄r 五 ィ1      .

O遊 藤造一 氏

なつかしい顔がたくさんでほっとしている。

ここの学校セ眸れて 15年 と8ヶ 月たった。

初めの 3年 間、3年 間と言っても学校には 1

年しかいなかった。あとの 2年 間は協和町の

教育研究所に車任で行っていた。昭和03年

4月 から教醸として4年 、そのあと校長とし

て 2年 の6年 間いた。教職生活の4分 の 1が

この地域に関係していたと言える。初め私が

いたときは、前の吉い校舎て、棘小屋もあっ

た。自分の育った学校も木過だったので、と

てもはかしい感覚だった。当時は元気いっば

いの佐々木校長で、私は6年 生の担任だった。

近動会が特に印象的だ。晨禁が一番盛んな時

期だったのではないかと思う。大人たちはみ

んな 「私たちは難儀したから、子どもにはモ

んな思いはさせたくない。」ということで、当

時の子どもの発表を問くと 「昨日レストラン

に行ってきました。Jな どというものが多く、

年7E違びに行っても大文夫なのか?と 職員室

で結したこともあった。冬に溜まつた動物の

し尿セ校長先生自らが畑にまく。このにおい

がほんわかとにおってくるものだった。私は

文書や物の運搬係をしていた。そんな中、研

究所へのお結がきたのだ。昭和 03年 に教頭

として赴任してきたときには、その頃と景色

が変わっていた。「10年 一菅Jとよくいうが、

本当に驚いたものだった。子どもたち一人一

人を伸ばすこととして、「花理に花いつtまい運

動Jな どをやつた。水泳の大会で、 6. 6年

男子のメドレーリレーなどで優勝したりもし

た。その頃、体育館の工事があり、ここで、

全県のへき地校研究会もあつた。そのときに

やったのが、「鏡台に立つ」である。たくさん

の方々にすばらしいと言われた。あとに勤め

たこの 6年 間は、それぞれにいい思い出があ

って、あれから15年 たった今も、数人で集

まつて 「小種セ語る会Jを 行っている。

O山 崎被長

勢いにのった時期だったのかなと思う。亀

田さんは新しい校舎ができたときのことを覚

えているか。

『小 種 の 懸 い 餓 と種 つ子 の 乗 案 を 語 る 象 』 が 開 鶴 き れ ま した
12月 2日 (日)、本校の思い出を語 り合 うとともに小種の子たちの限りない成長を願って、閉校記念事業 「小種の思い出と種っ子の未来を語る会」

が開催されました、当日は約 50名 の参加を得て、思い出深くそして未来に葉がる話し合いができました。また、懇親会は思い出話で大いに盛 り上が

りました。ご参加いただいた方々、ご協力いただいた方々に感謝申し上げます6         ※ 紙面の都合で文字が糸口かくなりました。ご容赦ください。

0亀 回公怪 さん ・ 茂 木先生は神桜みたいな存在であった。わけの

私が5年 生のときに校舎が完成した。私たちが iわ からない団体について色々とご難儀をおかけし

この校舎の始めての卒業生、そして最後の卒業生 |た 。このあとの懇親会で、色々とお結をしたい。

に息子がいる。なにかつながりがあるように感じ 10加 藤欠ほ 氏

ている。                   1  130周 年式典をやつた。新しい感覚でやって

0腐 木差彦 氏
               |く

れたと受められたが、校長先生をはじめ、先生

今日は 6年 生の顔が見られるのセ楽しみにして 1方 などにも協力していただいてできた。みなさん

いた。平成 13年 から14年 の短い問だったがお |が 頑張ってくれている姿を見て、我々も減張らね

世話になった。その中で感動したことがいくつか ||まと思った。毎みこし、ばんでんなど色 考々えた

ある。ます、入学式。新入生から 「はい |」とい |が 、集落にも何か出し物をお願いしたいというこ

う元気な返事が返ってくることがうれしかった。 |と で、と山純玲さんのおばあさんに踊りを際つて

素直な、二りのない子どもたちだなと思った。ラ |も らったりした。私は 100周 年のときに4年 生

ウンジには 1年 生から6年 生まで、わけ隔てなく |だ ったが、あまり妃億はない。↓ヽたすらもたくさ

みんなで避ぷ姿があった。績はよくても縦の社会 |ん して懸られたりもしたが、それはまた今度の機

で難儀とする大人が増えているが、このような姿 1会 に。先ほどの造藤先生のお結にもあった、佐々

は新鮮で、小程のよさである。また、小積に来る 1木 仁吉校長先生、肥溜めの肥料まきは指示された

前は大曲甫中の教願であつた。南中の校歌も素晴 |こ ととはぃぇ、そんなことセ校長先生が自らする

らしかったが、ここに来て、全校の 「鏡台に立つJ Iな んてすごい。子どもだった自分は、肥溜めには

セ璃いたとき、とても′いが揺さぶられた。素晴ら | め
てやろう ! といたすらとしようとして、自分が

しかった。そんな小穏小で、私は何をしたらよい |は まつてしまつたり・・・ということもあった。

のか ・・・というのが採題であった。一つ何か発 |そ の当時の学年の8人 中6人 が協和地区に今も住

展させたい、ということで、宝寿会の方々を学校 |ん でいる。大きなつながりがあるのだなと思う。

内に呼ぼうと考えた。そこで、当時の中沢会長さ |「 生きた教育Jを 大手にしたし、

んとお橋した。宝弁会の活動 (含唱など〉を学校 |

内で子どもたちと一緒にどうかと。交流すること |

によって子どもたちが 「大人になっても学習する |

のだ」ということをしかに見ること、これを―幸 |

の目的としていた。それでま寿会の方々も元気に |

なってくればと思った。小松校長先生にも 「ぜひ |

この交流セ税けていってほしい」とお願いした。 1

淀川小学校との交流もその一つ。中学に行ったと
|

き、心の堅を取り払うようなことをしていきたい
|

と。色々な意見があったが、なにより子どもたち |
が発しいと思ってくれればよいのだ。モしてタル iO山 崎被躍

クの結。子どもたちの登下枝が″心配だった。しか 1  130周 年のときにできたキャラクター、ヤッ

し県も市もなにもやらないということで、不安セ |タ ネの理生について、鈴木瑞子先生から。

取り除くため、 PTAで 何とかしなければならな iO南 外西J嘩 校 鞍 船 鈴 本瑞手先生

いということになった。            1 普 段からいつも色んなキャラクターを考えてい

0山 崎社長                 |て 、図工室に貼ってみんなに披層していた。たま

6年生から、茂木先生との思い出は何かないか。 |た ま130周 年ということで、学校のキャラクタ

06年  8口 ほ六さん 1-が できたら面白いのではないかと思い、子ども

給食の時よく褒めてくれたのがうれしかった。 |た ちに相盟した。全校の投票で佐々木夏希さんの

06年  佐 鯨醸乃さん [考 えたヤッタネに決まつた。その他の子どもたち

学校帰り、坂道で怪我をしたときに、茂木先生 |が 考えたキヤラクターは、ヤッタネのお友違とし

にたっこして保健三まで運れてきてもらった。  |て ヽ今も体育館に貼ってある。さらにこれを立体

Oは 電機震                 1化 したら と 思い、経いぐるみを作った。ヤッタ

宝第会のお籍もあったが、日日会長さんから、 |ネ の頭にある、ひよこつとした芽から、学校の教

今も統いている交流について。         1育 目根である 1小さな種から大きな実り」に、セ

0ロ ロ正案 宝 号会会長 1表 現したとてもいいキャラクターであると思う。

各道を今でもやっている。学校へきて子どもた iO山 崎被長

ちに指導をしている。おばあさん方は体のせいも 1 出 張所の先生方も、私の名前は知らなくてもヤ

あって学校の坂を整ってくるのが難儀だけれど、 |ッ タネのことは知っていたりする。とてもよいキ

☆第2部  「種つ子つ未未J

で、休み時間に違びに来る子どもたちも見ている。

とても素直で、活発な子どもたち。立rFtである。

今後も期待している。

O避 藤造一 氏

今まで生きてきた中から、また、地域住民とし

て思うこと。ます、協和小学校に続含することに

前向きになってくれた保護者に感謝する。協和小

は遺正規模の学校になる。枝舎セ見たら、子ども

たちの明るい姿せ想像した。小規模校は、よい面

もあるが、逆に、人間性など、伸びるものも伸び

なくなることがある。みんなは不安でいっばいだ

ろう。でも、どの子もみんな同じように不安なの

である。しかし、子どもたちは lヶ 月もしないう

ちに伸良くなるだろう。バスのこともあり、時間

に制限されたりして窮屈も感じるかもしれない。

親としては、 1ク ラス30人 の中できちんと生活

できるかなど心配も多いだろう。しかしそれは子

どもたちがすぐに伸良くなるように、時間が解決

してくれるのではないか。地域が一体となって連

絡セ取り合い、地域の材産として子どもたちセ育

てていかなければならない。鹿児島では作物セ育

てるのにとても大変だという。ここに、「実づく

りは実づくり、栞づくりは根づくり、根づくりは

土づくり」という言葉がある。最後に行きをく「土

づくり」が一番大事なのだ。ものさしては、はか

ることのできないそこの風土というものがある。

親の考えが子どもに影響し、行動に現れたりする

のだ。以前、松倉小、平鹿小の祝家をしたことが

ある。一番、続含で人数が増えて困ることは、部

活動での親のtR担が大きいことだという。帰りが

運くなるからだ。だからといつて携帝電結セ持た

せると、高校生などは月に6万 円もかかることも

あるという。家計のことなどは子どもは考えない

ものだから、よく言い問かせた上で、持たせるな

どの配慮が必要だ。それから食有のこと。朝食抜

きの小中学生が非常に多い。ゲームはそこモこに

三度の食事を心がけるように。しょつばいものは

控え、新鮮な野菜で体田セ整える工夫セ。細の畝

づくり競争をし、そこにさつまいもせ植えたり、

塩わかめで子どもが料理し、塩抜きをしないでそ

のまま入れたため、しょっばい― !な ど、そうい

うことで学ぶこともある。作る楽しみ、収積する

発しみ、食べる楽しみ、子ども共々充実させて欲

しい。バスのことなど大変なことも多々あるが、

協和地域の子どもとして、お互いに子どものため

に取り組んで欲しい。

O腐 本垂彦 氏

1～ 5年 生は大きい集団に変わる。そうすると

世界が広がるが、ストレスもたまる。それを乗り

越えていかなければならない。自分自身は中学生

のとき少ない人数の中で育った。高校に入学した

ら、経験のない大きさになかなか自分を出せず、

「おまえは暗いなぉ」と言われていた。高校 3年

生でようやく慣れてきた。狭いところでの生活か

らだったのでうまく対応できなかった。何か一つ

自信を持ち、自分でそれを見つけたときに本当の

自分になる。何でもいいから自分の自信になるも

のを見つけることが大切である。親は人と比

べるのではなく、よいところを一つでも多く

見つけて伸ばしてあげるようにするべきた。

鮭が川から大海へ。大きくなってまた戻って

くる、という請がある。「小さな学校で大きく

育つ」ということが私は好きた。現に、へき

地校からたくさん活縦する人も出ている。

0加 藤久ほ 氏

行き者くところは 「人間の事厳、病みのわ

かる人になって欲しい」というところ。色々

な子どもがいる。授業を見ていて、先生方の

大変さがわかった。子どもたちも大きな学校

に行くと大変な息いもするだろう。色々とリ

スクが大きい。苦労は多いが、ここでし小学

へなかったことを持ち親けて社会に出て歓し

い、あたたかい人間であって徹しいと期待す

る。

★京とめ

Oコ !i振興協ヨ会長 武 ほ隆男 さ ん

統合は心配もあるが期待が大きい。色々な

お鯖があったが、振興協艦会長としてお結し

すると、スクールバスから路線バスに変更に

なった、これが一番の心配事である。子ども

たち、親に負担がかかる。 1年 生が 30分 以

上もバスに乗らなければならないということ

について、体力的に心配だから何とかならな

いかと撤会にも要捕した。またまだ問題が山

積みだが、これからも考えていくつもり。地

域協織会では大いに期待もしているが、やは

り心配は尽きない。また、開校式典について

は、淀川小学校と小種小学校にちょっとした

帝付セさせていただくことにした。統合はt7

来的には大変よいことだと思う,

0山 崎技長

地域のすばらしさ、子どもたちのよさ・思

い出から現在、そして未来へとつながる結し

合いができた。子どもたちの限りない成長セ

標っている。

→終わりの検移

閉校記念事業実行委員会委員長 加藤 俊 出

長時間にわたり、ありがとう。地域のをき

ん、保護者のをさん、ありがとう。開校事業

も残すところ開校式典のみとなった。もっと

たくさんの思い出があると思うが、私自身も

思い起こすことができてうれしく思っている。

開校はやはり残念と改めて思うが,こ の開校

事業セ通じて皆さんの思い出にすつと残るこ

とを期待する。

来てくれていた。

O山 崎校長

|ャ ラクターだ。

今年も来ていただいている。卒業証書なども書 iOロ ロ牽男 氏

いてもらって↓ヽる。

02H厳建 PTA会 長
| ゲ

ー トボール場からいつも子どもたちの様子を

!見 ている。冬は学校の体育館で卓球をしているの 記録 :高橋育衣


